
この事業では、施設の整備段階から、市民のみなさんと行政が新しい施設の活用方法や地域の価値・課題などについてとも
に考えていく場として、小千谷リビングラボ「at！おぢや」を立ち上げ、継続的な活動を通じてオープン後の施設活用と中心
市街地の活性化につなげていくことを目指しています。

第14回では、施設の中核である「図書館機能」について、本棚づくりを楽しむことでこれからの施設で生まれる体験のイ
メージを膨らませました。「わたしの世界（テーマ）」を表現すること・人の世界に触れることで、書架（本棚に本が並んで
いること）についての可能性や面白さをみなさんと体験しました。

まちと公共施設の未来をともに創造する

小千谷リビングラボ

第14回 「at！おぢや」
開催報告

概 要

実施日時 ： 令和 5 年 7 月 30 日（日）13 時 30 分～16 時 30 分

実施会場 ： 小千谷市立図書館

参加者 ： 35名
・一般参加者（22名）
・小千谷市役所職員
・㈱国際開発コンサルタンツ（IDEC） ※情報環境計実装支援業務受託者
・アカデミック・リソース・ガイド㈱（arg） ※施設運営準備支援業務受託者

配付資料 ： ・第14回小千谷リビングラボ「at！おぢや」「まちと公共施設の未来をともに創造する」
・「本づくりプロジェクト」の作品へのコメント作成のお願い

「わたし」の本棚

つくります

未来の体験を想像しよう！



1. 挨拶：小千谷市（13:30～13:35）

2. 事業説明：小千谷市 （13:35～13:50）

図書館等複合施設整備事業の概要と

この事業が重視している「共創」について、

また、事業の進捗状況や施設が目指している方向性を共有しました。



3-1. オリエンテーション：arg （13:50～14:55）

小千谷リビングラボ「at！おぢや」のこれまでの振り返り、

小千谷小学校PTAや新潟工科大学の本事業に関わる取り組みの共有・呼びかけとともに、

今回のテーマである図書館における本棚（配架）についての共有や

その基本的なルールである日本十進分類法を体験するデモンストレーションを行いました。



3-2. オリエンテーション：arg （13:50～14:55）

配架についての基本的なルールを確認・体験したのち、

新施設で目指す図書館の配架についての全体的な方向性を共有しました。

その中で、こどもとしょかんと「フロート」の考え方について紹介しました。



at！おぢやから派生した活動、「ホンダナ～」の昨年度の取り組み（本棚展示）を紹介したのち、

事前に小千谷市立図書館内からランダムに抜き出した500冊の本の中から、参加者が各々本を選び、

「わたしの世界（テーマ）」を表現するためのひと箱本棚づくりを行いました。

また、出来上がった本棚は参加者同士で紹介し合い、互いの表現した世界を共有しました。

4. ワーク「ひと箱の本棚づくりから「わたしの世界（テーマ）」を表現しよう」（14:45～15:55）

5. まとめ（15:55～16:00）



アフターお茶会 （16:00～16:30）

終了後、お茶やお菓子をつまんでの歓談の時間として、アフターお茶会を実施しました。

ワークの感想等、思い思いに参加者同士での会話をリラックスして楽しむ時間となりました。



わたしの世界（テーマ）の本棚（1）

ワーク結果

参加者のみなさんによって個性豊かな本棚が生まれました。

これらの本棚は、図書館で展示しています。

「新たな世界をつくる！」 「人類はどこへつき進むのか？」 「好きなものにかこまれた生活」

「老いは楽し」 「自分への言訳」 「持ち物少なく関係は濃いくらし」



わたしの世界（テーマ）の本棚（2）

ワーク結果

「見えるもののむこう」

「私の一日」 「終活」 「ビジネス本」

「昔むか～しのおはなし」 「今晩のおかずはこれダー！」 「勉強したいと思ってた人たち」

「イチオシ絵本」



わたしの世界（テーマ）の本棚（3）

ワーク結果

「世界」 「田舎に暮らす楽しみ方とその方法」 「知るは楽しみなり」

「人生に、寅さんを！」 「コミュニケーションのみがき方」 「だんだんどうも 只見線 元気会議です」

「歴史の本」



わたしの世界（テーマ）の本棚（4）

ワーク結果

「私の人生に必要だと思った本

～数学・英語・農業…～」

「欲望のままに生きたい」

「ネコ大好き！」 「何故だか好きなもの」

「死ぬまでに読みたい本」
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